
令和７年度 三田小学校 学校経営プラン 

                              三田市立三田小学校 

１ 学校教育目標 

 

 

 

 

２ 学校経営の基本方針 

急激な社会的変化が進み、将来の変化を予測することが難しい時代を迎えている。新たな時

代を生きる子どもたちには、確かな学力とともに、自分のよさや可能性を信じ、多様な人々と

協働しながら新しい価値を生み出し、持続可能な社会の創り手、そして、幸福な人生の担い手

となり得る力『未来を切り開く力』を身に付けることが求められている。 

そこで、時代の変化を機敏にとらえ、多様な立場の者と協働しながら課題解決に向かう教育

を推進するため、教職員が組織の一員としての自覚と責任と情熱を持って、お互いに知恵を出

し合い、協働する一つのチームとして職務に当たること（チームワーク）ができる学校経営を

推進する。 

３ めざす児童像 

 

 ≪ひとも自分も、学校もふるさとも、大切にできる子≫（八景中学校区共通目標） 

   ・友だちと支え合い、認め合う子（人間関係形成） 

   ・誰にでも優しく、思いやりと感謝の心をもって接する子（人間関係形成） 

   ・自分のいいところや夢や目標が語れる子（自己実現） 

   ・学校、地域が大好きな子（社会参画） 

  ≪最後まであきらめずに、やりとおそうと努力する子≫ 

・興味・関心・意欲をもって、進んで学習する子 

   ・自信を持って進んで行動し、自分らしさを発揮する子 

   ・夢を持ち、目標に向かって最後まで粘り強く取り組む子 

  ≪あいさつができる元気な子≫ 

   ・自分から笑顔であいさつする子 

・進んで運動し、元気で活力のある子 

『 ひとも自分も 学校もふるさとも 大切にできる 三田っ子の育成 』 

～学びに向かう力・ゆたかな心・たくましい体で「未来を切り開く力」を育む学校～ 

（１）学校教育目標の実現に向け、教職員、児童、保護者、地域住民の共通理解と連携・

協働のもと、本校の実態に応じた教育課程の編成を行う。 

（２）主体的・対話的で深い学びを実現するための授業改善の組織的な推進を図る。 

（３）本校の教育課題に基づいた校内研究、校内研修の充実を図る。 

（４）学校評価の結果分析を教育活動の工夫改善に生かす。 

（５）教育公務員としての使命を自覚し、和と協働の精神を大切にした専門職にふさわ

しい資質の向上に努める。 

（６）学校行事の工夫した取組や、会議や打ち合わせの精選、運営方法の工夫など、教

育活動の工夫・改善を進める。 

 



４ 教育指導方針（重点目標） 

（１） 「学びに向かう力」の育成  

① 教員の指導力向上・児童の学力向上に資する教科担任制の効果的な実施 

② 特別活動での対話的、問題解決的な学びと教科の学びが往還する授業改善の工夫 

③ ICT 機器を有効に活用し、個別の学びと協働的な学びを組み合わせた学習指導

の工夫 

④ 読書習慣の確立と読書意欲を高める手立ての工夫 

⑤ 学習規律と学習習慣（自主学習）の確立 

⑥ 豊かな情操を育てる音楽科、図画工作科、読書活動の充実 

（２） 「ゆたかな心」の育成  

① 自尊感情（自己肯定感）を高め、粘り強く取り組む姿勢を育てる特別活動の充実 

② より良い人間関係の構築と豊かな集団生活を支える生徒指導の充実 

③ 道徳科授業づくり研究の成果を生かした道徳教育の充実 

④ 人権教育の推進と共に生きる社会の構築に向けた主体的な実践的意欲と態度の

育成 

⑤ ふるさと三田を愛する心の育成 

⑥ 社会的自立と職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てるキャリア

教育の推進 

（３） 「たくましい体」の育成  

① 望ましい食生活の啓発と食育の推進 

② 「食物アレルギー対応の手引き」に基づく、安全性を最優先とした組織的な体制

の構築 

③ 防災教育、安全教育の推進 

④ 「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」分析を生かし、主体的に運動に取り組

む意欲、態度の育成 

（４） 多様な教育的ニーズに応じた教育の推進  

① 自立と共生の実現に向けた特別支援教育の充実 

② 多様な価値観や今日的な人権課題の理解促進に向けた指導の充実 

③ 子どもの自己実現を目指す組織的な発達支持的生徒指導体制の充実 

④ スクールカウンセラー、医療、福祉、教育等関係機関等と連携した校内教育相談

（「子育て相談」、「SCによるなんでも相談」）の充実 

（５） 地域とともにある学校づくりの推進 

① 学校運営協議会（コミュニティ･スクール）による学校、家庭、地域の連携体制

の充実と共に子どもを育てる仕組みの活性化 

② 地域の教育力（学校支援ボランティア等）を積極的に活用した教育活動の展開 

③ 「みんなで育てよう（八景中学校区の子どもたち）」に基づく学校園所連携の展

開 

④ オープンスクール、ホームページ等を活用した教育活動の公開と学校評価の充実 



５ めざす学校像 

 ６ めざす教師像 

 ７ 職務上の留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『児童・保護者・地域に信頼され、誰もが誇りに思える学校』 

 ○地域にあたたかく見守られ、子どもたちが毎日笑顔で登校する安全で安心な学校 

 ○地域の教育力（学校支援ボランティア等）を生かした地域とともにある学校 

 〇自分の好きなことや学校や地域のために実現させたいことに挑戦できる学校 

○魅力的な授業で、子どもたちの知的好奇心を満足させる教師（ワクワクする学び） 

○切磋琢磨し、互いに指導力を高めることができる教師   （壁の低い教室） 

○多角的、多面的視野を有した人権感覚豊かな教師 

 ・子どもを大切にする教師    （教育的愛情）      ：人間力 

 ・教育への情熱を持っている教師 （使命感）         ：責任感 

 ・常に向上しようとする教師   （専門性）         ：指導力 

 ・課題を共有し協働する教師   （連携と「強み」の発揮） ：チーム力 

 

（１） 教職員間の情報共有と相互理解を図る。（チーム意識） 

（２） 児童にかかわる対応は、慎重かつ敏速を心がける。（早期発見・早期対応） 

（３） 児童の小さな変化を敏感に察知する。（不登校・いじめ・虐待の未然防止） 

（４） 業務改善に努め、児童とかかわる時間の確保に努めるとともに、自己の健康管

理に努める。 

（５） 報告・連絡・相談（管理職・同僚）を徹底する。 



≪参考資料１≫ 学校通信３月号での保護者へのお知らせ 

 

 

 

三田小学校の５・６年生では、兵庫型学習システムとして配置されている加配教員による専科指
導と、担任の交換授業を組み合わせ、高学年での「教科担任制」を進めています。これは文部科

学省や兵庫県教育委員会の方針を踏まえ進めてきたものです。改めて、小学校の「教科担任制」
の役割を考えると、次の４点を挙げることができます。 

①教員の指導力向上・児童の学力向上 ②複数教員の関与による児童の多面的な理解 
③中１ギャップの解消  ④授業準備、教材研究の効率化による教員の働き方の見直し  

教科担任制を進めることで、子ども達にとっては学級担任以外の多くの教員と関わる機会が

増え、相談できる教員が増えることにもなります。また、子ども達自身が自分たちの学級の生活や
学習を高めていこうとする意欲や力が付くことで、学力向上の好循環を生むことが期待できます。 

  そこで、これまでの高学年での教科担任制の取り組みを基に、令和７年度からは、教科担任制
の取り組みを一歩進め、 

（１）３・４年生での担任の交換授業による中学年での教科担任制の導入 
（２）５・６年生での兵庫型学習システム加配教員の専科指導と担任の交換授業を組み合わせ

た高学年の教科担任制の拡充（学級担任以外の指導時間が多くなります） を 
進める準備をしています。なお、教科担任になる教科は、加配教員の配置が決定してから決めま
すので、新年度に各学年からお伝えします。新しい指導体制により子ども達の学びに向かう力が
高まるように進めていきます。 

 

≪参考資料２≫ 令和７年度からの三田小学校研究体制について 

１ 研究テーマについて 

  

 

 

 

２ 研究の範囲、内容（研究推進部会が中心に進める研究） 

  （１）学級活動の研究（授業研究、実践研究、理論研究） 

  （２）児童会活動・委員会活動・クラブ活動の研究（実践研究、理論研究） 

  （３）学校行事の研究（実践研究、理論研究） 

３ 研究・検討の範囲、内容（教育課程・学力向上部会が中心に進める研究） 

（１）教科担任制の円滑な実践とその効果の検証（中・高学年） 

（２）協働的な学びに向けた授業改善の研究（全学年、専科、ひまわり） 

     特別活動で付けた力を教科等にどのように生かすのか 

（３）今後想定される４０分授業への展開に向けた研究（全員） 

     ４０分授業導入の課題検証と学び方の転換の方向性の検討 

      教育課程上の課題の整理、家庭学習等の学びと教室での学びの在り方 

中・高学年での「教科担任制」を進めていきます！ 

三田市教育委員会指定 新たな指導体制の在り方研究（１年次） 

新しい価値を生み出す力を育み共に成長し合う学習集団の育成 

～一人ひとりが生き生きと活躍できる特別活動～ 
 


